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~ 1. 緒言

新潟県・下，特tξ頭、城‘・魚沼地方では，地すでべり・[JI跡れなどが古来しばじば各地に発生.し， 1直ー犠

間療にばく大な損害を与えてなり，、その調査研究はひとり同県にとってのみならずy 国家的にみて

も重要課題の一つになっている。

たまたま，昭和25年 (1950年)11月上旬から月末にかけて，同県中頚城郡水原村大字と小沢小字

羽山附jl工(長よそ北緯 36058.3'，東経 138020.0') に地すべりがあり，家財ー・同畑そρ他に多Jくの

被害を伴ったので"新潟地方気象台IE務・塚田・矢部の 3:ilは11月25，26日，高田測候所中村・飯

田両名は11用 26~28 日，中央気象台地震課諏訪・野口の両名は12月 3 ， 4日，それぞれ命によって

現地を踏査した。とれらの調査はいづれも極めて短時日の問に行われたもの，で，多くの解決すべき

草要問題を今後に残しではいるが，一応その結果ρ概要を諏訪がとりまとめ，と.....!に報告する。

なk，現地は交遁の甚だ不便なととるであるが，信越本線新井駅から堀の内まで、長野県飯r1l町方

両.行パスを利用し(所要時間約30分)，堀の内から現地までの 2果余は徒歩によ勺のが11田路である口

~ 2~ 現地附近の地形・地質 r

新潟県中頚城郡の南東部と長野県との境には海抜約 1000m程度の関岡山liえがあり， その分水れ

いとたっている。そしてとの山阪の西斜面-で・ある新潟県側は関川の流域まで・公 Lむね階段献をなし

て低くなっている。

との分水れいにより流れでる関川の支流には，別所川・大熊JlI・馬場川・千丸fll・長沢fll等があ

り，その下刻作用は極めて著しく，特に中流以とでは深い谷を形成している。

本地域に沿ける地屠の走向はとの山;1)えにほど平行して公り，新潟県側斜面の中間部にはいわゆる

富倉泥板岩唐が帯般に発達している。との地唐は新潟県寺泊町附jlrVCよく分布する寺汗1J膏にあた

り，一般に「黒色頁是」と呼ばれるもので，頚城統のと音s屠であり，その堆積時期はと部中新世と

され，頚城油田の第三系主要含泊屠として失nられている D 今回の地すベり地羽山部落をはじめ水原

村の諸部落はすべてとの富倉唐のとにつくられている。乙の三也宥あるいはその風化して生じた表土

居が豪雨・長雨・零どけなどにより多量の水を吸牧すると，極めて地すべり・山崩れなどを起し易

くなるであろうととは，そのなりたちから容易に推察されるととるである。

長高田測候所， 州新潟地方気象台ー， 時~+中央気象台地震課
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富倉屠の両側には外側へ/1債券C市の瀬砂舟頁岩互屠，小牧原泥板岩唐が分布している。前者は下部

鮮新統でいわゆる雅谷屠にあたり，後者は中部鮮新統で友爪居あるいは白岩唐と呼ばれるものにあ

たる。とれらの地唐の更に外側には猿橋磯岩唐あるいは大川爽亜茨屠あるいは昇風岩砂岩屠と呼ば

れる土苦s鮮新統があり，とれはいわゆる魚沼統にあたるものである。

とれら第三系譜地唐の分布朕態は第 1図に

示す如くであり，またその走向・傾斜から，

水原村役場附近を通りほど南北に走る背斜軸

の存在が認められる0 た~，木地質図は，帝

国石油株式会社が特に好意的に提供されたも

のを原図として，さらに諏訪・野口の今回の

野外調査による新資料を附加して作りあげた

ものである。

今回の地すべり地は馬場川土流域の海抜

485mの丘陵の頂上から海抜 355--370mの

馬場川の河底に至る地域で，南西から北東へ'

ゆるやかに傾斜している。すなわち，長さ約

600m，巾 220--1~Om (下方2/3は巾 210--
Fig. 1 Geology and Distribution of Landslide 

220m，上方 1/3は巾 110""120m)の区域，面積11X 104 m2 (11町歩〉の土居がすべっている。と

の斜面の千均傾斜角は約 120
で，中頚城郡内地ずベり地の千均傾斜14.7

0

よりはや Lゆるやかな傾

斜をたしている。な沿，本地主二り地域の西端には池尻沢と呼ばれる 1本の沢があり，馬場川に流下

している。

今回の地すベり地内の表土の厚さは約 10mから 10数m位と推定されるが，はなはだ粘調牲に富

んだ粘土質であり，そして，その崩壊叉はき裂か所ではしばしばとの表土屠の下から泥板岩が崩れ

出している。た Y し，との走向・傾斜を確実に測り得るような基盤泥板岩屠の露頭は馬場川ぞいの

崖以外にはほとんどなく，今回の現地調査でもわずかに 2・3箇所で測りえたのみであり，それに

よると，との地屠の走向はほど北 200
東で，東側へ500"-'600

傾斜している。

9 3. 現地の土地利用状況

本地方は地形づ也質などの自然僚件よりすれば，当然林業をもってたつべきものであるにもか L

わらず，一般に極度に開たくされ，山林に乏しく，諸河川のごく上流域の急:斜地まで耕地となって

いる。今回の地すべり地域に3ないても，古くから氷原村東端部にある貯水池「よし八池」よりの用

水によってかんがいされ，小面積の田畑が階段献につくられて沿り，しかも，その大部分が水田と
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たっている。庄の頂部のごく小地域にわづ、かに残さ恥た山林はかん木類を主とし，わずかに杉をま

じえている。

本地域には，かんがい水を導くため，前記「よし八池」を源とする 4本の用水路が設けられてい

る。すなわち，最高部にある鍬柄・江用水は丘の頂上(海抜485m) を流れ， それより約 55m下方

(海抜 430m)には八幡江用71'えがあり，第三の穴田江用水はそれより、約 30m下方(海抜 400m)に，

また第四の大濁江用水は更にその 30m下方(海抜 370m)にある。

羽山部落はとの傾斜地の中腹に位置し，地すべり区域にも農家6戸が点在して公り，それぞれ 2

m1立の縦井戸から飲用水を得ている。

~4. 過去における地すベり

本地方はすで陀のべたように古来地すべりが頻発して長り，その分布は第 1図に示す如くであ

る。との図中で，斜線を施したものは新潟県砂防課が調べた昭和24年末までの地すべり地であり，

そのうち特に年代を記しであるものは今回の踏査の際現地でき Lとり得た水原村内で今回の地すk

り前10数年間に沿きた地すべり地である。な告，本地方には集落名にも大濁・小濁・と濁J1[・下濁

川など，地すべりにちたんだものがあるほど，宿命的た地すベり地であるD

大正時代(年女不詳〉及び昭和18年にも，今回の地すベり地域に小規模の変動があり，家屋数戸

が修築・移転を余儀なくされたという。な沿，昭和11年 6月下旬には，今回の地すベり地の南東隣

筏斜面がすべり，家屋 7戸がたちのいた口叉，昭和15年に 3戸を埋淡させた太平地すべり地も丁度

との馬場川対岸で[古jい合った所にある。とのように，地すべりで知られた新潟県南部地区でも，フk

!京村は特に最も密に発生している地域である D な長，今回の地すベり地羽山は馬.場川水系に長ける

地すベり地帯の最土流にある部落であるo

とLに注意すべきは，第 1図に明らかなごとく，地すべりの分布地域と富倉唐の分布地域が極め

てよく一致しているととであって，本地方が宿命的に地すベり地である本質的な原因がその地質に

あるととを如実に示している。

~ 5. 今回の地すベり当時の気象状況

村民の話を総合すると，との夏は降水量が千年より比較的少たかったが， .9月中旬より秋の間は

比較的多かったという。特に11月14日夜から15日にかけて猛烈な降雲があり，降雪量130cinに達し

た。との雪はその後の晴天と降雨のため次第にとけ， 21日頃には完全に治零してしまった。乙の融

雪期と地すぞくりの最も活j設であった時期(17，......21日〉とはよく→致しているo

たどし，現地には観測所がないので，参考のため/' 現地から北 7kmの板倉村別所に長ける降水

量を第 2図に示す。また， 北北問 16km余の高田測候所に長ける降水量を第 1表で，地すべりの

最も活溌だった当時の千均気温を第 3図で示す。第 2図沿よび第 1表をみれば、現地で・始めて地割
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その量もかたり多かとの地方・は連日雨が降りつどき，tしを発克された10月28日までの約一週間は，

ったととがわかる。

第 1 表

高田における日別降水量くmm); 自8月至11月

7¥ぐ8 月 1 9 月 1
10 月 11 月

2.5 1 一- 14.9 30.0 
2 37.1 1.2 
3 0.0 0.3 
4 4.0 1.1 9.1 
5 98.0 25.8 ー10.6

6 . 、 23.2 -4.6 
7 0.8 3.6 
8 一 2.4 
9 0.1 
10 1.7 38.0 12.7 

1] 0.2 14.7 一、
12 0.3 5.0 2.1 
13 0.1 2.1 
14 41. 7 
15 ふ0.0 5証.Q~lL5) 

16 一 38414moj 

I117 8 9 
0.4 

1.1632一..94 、10.010.1 0.7 I 3.4 ¥2.0 
8.2 -:-I 62.9 (1.7i 

20 38.6 1.8 7.3 ¥1.2i 

21 14.6 0.9 28.1 
22 0.1 1.4 13.7 8 4..1 
23 26.1 0.4 51. 
24 25.3 4、3 10.1 15.3 
25 1.3 0.0 7. 0 43.1 

26 6.2 4.0 23.0 
'i，7 23.9 1.1 24.9 0.6 
28 12.9 24.5 5.0 29.5 
29 1.1 24.9 
30 35.4 1.1 0.2 
31 /. 53.1 / 

合計 l'214.41 223.9..1 333.1 I 367.0 
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な沿，本地方では例年11月は月例雨量が降雪期以外では年中で・最も多く，連続降雨回数も年中で

一番多くなって長り，また地すべりも春の融雪期についで・多くなっ-ているo

( 備考・:

今回の地すべりの概況S'6. 

過経(a) 

ならもびにみづから現地で観察じたととを綜合する

と，変動の経過は大体次のようである。

地すべりの前兆t考えられるような現象は何も認められなかてったが; 1'0月28日部落め最上部の

筆者等が現地の人々からき Lとり得たとと，

民iA普氏宅南東京とJ50m附;1Ji:と B**氏宅の東側附近に地割れか生じ古いるのを初めて発見じた。

A*: 岡田邦雄，'.B州:野口清一
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に11月5日には A氏宅南方 20m附況にもき裂が現恥れ，同時に同氏宅では建物のきじむ下みしみ

しJiペきぺき」という音が耳:に喧わ一るようになり， 附;庄の人々は初めて地すべりが始まったとと

に気づ、いた。 7日になると中央部東側の現在不動地と滑動地の境界ーとにあ C*氏の宅地の北側が

北東方に 1日に 15cmくらいづ、つ落ち込み始めた。 10日にはその北西約 40m離れたととろにある

D**氏宅でもそのきしむ音が気づ、かれるようになった。しかし， そとがら北々東約 150m離れた

最下部にある F苦骨子氏宅では12日頃になって始めて建物がきじみ出したという。

、とのようなきしみ音が聞えるようになってからは，間もなく地面の傾斜も始まり，家直じゃ住家

に迫る崩土の取り除き作業が始められた。

14日夜から15日にがけでは前記のよう花積雪量 130cmに遼ずる大雲があり，それがとけてゆく

にうれて変動はますます激しくなり， 17"，21日の 5日間は移動量が最も大きくなったσとの期間に

は，静止していると，人体に移動が感じられる程度であり，各所に陥淡隆起があらわれ，諸家屋は

倒壊にひんし，甚しいものは取りとわし移転を余ぎ芯くされる・に至った。22日以降ば移動速度はや L

小さくなったが，その後も依

然として家直しを要し，きし

み音も絶rえまなく聞えていた

が25日夜には移動は非常に小

さくなり，きしみ昔もきかれ

なかった。

26日朝の降雪で，現地には

新たに約 10cmの積雪があっ

たが，その後特に変動の勢力

が;増大した様子はたく，次第，

に~ちついて行ったようで、あ

る。たどし， 27，28日にも夜

間には時々きしみ音がきか

れ，わずかながらも移動を1つ

Jf 

どけている'ととを示した。 30

日にはほとんど休止し， 12月

に入クても異常は認めらjてしず，

今回の変動は一応絡了し安定 Fig. 4 Map. near the uindslide Area，Mi会uhara-mura

C*: 1両国美昔 D州:野口芳雄 F掛子:岡田始，

一71'-.-'-
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吠態にたった‘

(b) 土居の変動欣況

不動地とj骨動地との境界の上部方面で、は方々に滑落崖が見られ，いづれもほとんど垂直に落ち込

んでなり，筆者らの踏査当時では落差 2--3mの所が多かった占しかし， -~ベり商の露頭と民、われ

るようなものは発見され.なかった。

筆者ちの現地踏査はいづれも械めて短時日である主に，変動が既にほど停J[・したり，全く安定-}tk

態になってから行われたので，みづからその移動量を測定するととはできず，それを推定しうるよ

うな資料もあまり得られなかった。たに正務・塚田・矢部がC氏宅地内にあった柿の木が北東に

落ち込みつ L移動しているのを旧位置から測定した結果からみれば， 11月25日までの20日間で落差

5m， 水平移動量 14mとなる口従ってとの附j庄の20日間の千均移動速度は 75cm/day程度であっ

たと推察される。

な~， 7，K原村役場の調査によれば，移動速度は11月10日頃には毎日 20--30cm乃至 1m程度で，

その後弐第に大きくなり，最も変動の著しかった 21，22日頃には 1日1in乃至 3mに達し， 24，25 

日頃には 1日20--30cmに衰えたという。

地域内に沿ける土居の変動は著しく，特に水田は前高後イまの傾動をなし，7k溜りを生じたととろ

もあり，末端部附近或は急:斜面に接していーるととろでは多数の塊片に分断されたりかく乱されて長

り，たとえ地すべりがとまってもその復旧は室難と考えられる。

i骨勤地域の全般的地形変動を見ると，土部(村道以上)は周辺の不動地に対して相対的に伸展沈

下してなり， -F部は圧縮されて幾分隆起し，最末端部は急:斜面をな Lてかく乱された崩土が馬場川

にせまって語り，いわわる減傾斜運動をしている。なむ，とのため，巾約 8mの馬場川は長さ約30

m 広わたり巾約 1mに押しせばめられた。

地割れの走向と基岩の露出欣態との関係，長よび，変動が局部的な地表面の形態に強く支配され

ているととなどから，すべり面の深さは割合に浅く，せいぜい10余米程度と忠われる

る7. 今回の地すべりの被害

今回の地すべりはその滑動区域のほとんど全部が耕作地であり，更に住宅6戸が含まれているの

でj 乙の種の地すべりの被害率としては概めて大きし、ものがあった。変動地域にすむ農家にとって

は，住宅・倉庫・納屋などが破壊されるとともに，耕作すべき水田がほとんど皆無となったので，

完全に生計の道をたたれたととになる。なゐ，かんがい用水の決壊は羽山のみならず，その下流に

ある7J(原村内の.諸部落にも損害を力日へ，なかでも大渇千u用水は下流の大濁部落85戸の飲料水をかね

ているので，その影響は特に重大で・ある。

ヨえに， 12月4日現在に烏ける被害数量をあげると抄くのと語りである・o (村役場調査)
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21町歩(約2100アール)， (b) 畑 崩壊， 7町 8反(約770アール)

8反 6セ(約85アール); (d) 宅地崩壊 1778坪(約60アールフ

(a) 水田崩壊

(c) 山林崩壊

(e) 家屋被害 住宅 14戸(とりとわし完了 2，とりとわし中 3)， ごと蔵 4椋(とりとわ

し完了 1，とりとわし中 2)， 納屋 3椋(とりとわじ完了 2) とれらの

家屋は今回の地，七り期間中はほとんど連日家たをじを行って，その倒壊・埋淡をまぬがれて来

たもので，結局とりとわしにまでいたらないですみえたものも，変動停止後徹底的な敷地の地

たらし，土台の掘下げによる傾斜の修正，建物の補強工作を行う必要があるむ

くわ かんがい用水決壊 (総延長2000m)， 内，鍬柄江用水 200m(かんがい水間201l:l}歩)

八幡江用水 500m(かんがい水田 15町歩)， 穴出 用水 500m( // ，5附J沙)

大濁用水 300m( グ 5町歩)，

(g) 道路損害 村道約250m(車馬通行不能~， 農道約2000hl(地内ほとんど全農道壊滅)

(h) その他，電柱，樹木などに被害あり，また前記の如く馬場川の水路は長さ約 30mにわたり

巾約 1mに押しせばめられた。

S 8. 今回の地すべりの原因

(a) 素因

すでに記したととろによって，本地坊泊三地すべりを訟とした根本的原因はその地形地質にあると

とは明らかである。 。

さらに，馬場川の河尿が低く，川岸は約 30mの断践をたして沿り，現在高さ 250cmの堰堤が 3

基築かれているが(第 4図参照、)，流れはな訟はなはだ急:で・あるととも土砂の流失をうたがしてい

る。

また，とのような自然的僚件を無視して， :<過度に水田，畑をつくっているととも地とべりの人為

的原因と考えられる o.な公，前記4本の用水路からはたえず水がもれ，地下にしみとんでいるの

で，乙れも地すべりを訟としやすくしている。

(b) 誘 因

直-接の誘因としては，との秋本地方に比較的多量の雨雲が降りつどいた-ととがあげられる。とと

に11月 14，15日の大雪の融雲期(16"-'21日)と地すべりの最も激しかった期間(17--21日)とがよ

く一致し七いるととは，とれを如実に示している D すなわち，第 3図に示されたような17日の暖気

によって積雪は急:激に融解を始め，との水が就に発生していた大小無数の害IJれ目から多量に浸透し

て移動を促進じたものと考えられ芯。

~ 9. 結 =ト
冒

以上のような自然的，人為的諸僚件のために，現献のま Lでは，本地城は永久に地すべりの危険
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にさらされているo 本質的には，現在田畑にしている土地を"蚕面的にi再び山林にするとと，住

宅を本地域外の安定地帯に全面的に移転する以外には災害防止の途はない。

しかし，それは現実的には至難なととである。従って，具体的対策としては，本地城の排水をよ

くし，叉馬場JI!による土砂ρ流失を防ぐと aと，更に，本地域に部分的に，たとえば上宇部だけで

もj造林すプる乙と，か:もがい用水の洩水を防ぐととが考えられる。

ζの趣旨にモって，、新潟県土木部砂防課で、は本地域内数ケ所で横穴式ボーリシグによる排水を行

い，また，馬場川の堰堤(第 4図P点)の高さを'500cm増し， 現在250cmのものを 750cmとし

て馬場川の河床をあげ，土砂の流出を防ぐととを計画し肢に工事を始めている。

Landslide in Mizuhara， Niigata Pref. 

T. NAKAMURA， ， M. IIDA， (Takada Met.Statzon.) 

A. MASATSUKA， S. TSUKADA， H. YABE 

(Ntigata Local Met. Obs.) 

A. SUWA and N. NOGUCHI CSeí~rnologicol Section， Cent. Met. Obs.) 

A landslide occurred in Hayama， Mizuhara-mura， Nakakubiki-gun， 

Niigata:-ken， November， 1950， and somedamage to houses and rice fields 

was re3ulted by the landslide. Topogr:aphy， geology，' history of landslide 

in the region， meteorological> condition and cause of the pre3ent landslide 

are desctibed in the paper. 
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